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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間(平成25年２月１日～平成25年４月30日)におけるわが国経済は、新政権の積

極的な経済・金融政策に対する期待感から円安・株高局面となり、輸出企業を中心に業績改善がみられた

ものの、欧州債務問題の長期化懸念や東アジア周辺諸国との関係悪化など、不安定な国際情勢は継続して

おり、依然として先行き不透明な状況で推移いたしました。 

情報サービス産業を取り巻く環境は、クラウドサービスの拡大、モバイル端末の業務利用、ビッグデー

タ分析など、ITサービスの新しい活用形態が普及し始めており、各ベンダーともに大きく変化する市場環

境および顧客ニーズへの対応が求められております。 

このような状況下、当社グループは新たな成長を目指すべく「高品質のITで顧客の事業発展に貢献す

る」の経営方針のもと、「品質を作る」「品質を保証する」「品質を維持する」をキーワードとして、ク

ラウドサービス事業の加速化、プロベック事業分野におけるビジネスシステム検証サービスの拡大、自社

開発製品のさらなる拡販、当社独自の新サービス提供等に努めてまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は106億５千８百万円、前年同期比８億５千９百

万円(8.8%)の増、営業利益は５億５千６百万円、前年同期比１億６千５百万円(42.2%)の増、経常利益は５

億７千３百万円、前年同期比１億３千１百万円(29.7%)の増、四半期純利益は２億２千６百万円、前年同期

比１億６千８百万円(42.6%)の減となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

当社グループは、事業内容および経営環境に関してより適切な情報を把握するため、当連結四半期会計

期間より、従来の報告セグメント「プロベック事業」、「プロフェッショナル事業」、「プロセス事業」

および「プログレス事業」の４区分を「品質検証サービス」、「IT基盤サービス」、「ビジネス支援サー

ビス」および「システム構築サービス」に変更しております。したがいまして、前年同期比較について

は、前年同期実績値を変更後の区分に組み替えて行っております。 

 

（品質検証サービス） 

品質検証サービス分野におきましては、従来のエンベデッドシステム検証サービスに次ぐ事業の柱を確

立すべく、ビジネスシステム検証サービスおよびECHONET Lite(エコーネットライト)関連認証・検証サー

ビスの拡大に注力してまいりました。業績面につきましては、海外メーカーを中心にスマートフォン検証

分野が受注増となったものの、国内メーカーの経営環境悪化に伴う受注減が影響し、売上高は９億９千７

百万円、前年同期比７千９百万円(7.4％)の減、営業利益は９千５百万円となり、前年同期比５千９百万円

の減となりました。 

（IT基盤サービス） 

IT基盤サービス分野におきましては、高い安全性と信頼性を誇る当社データセンターを活用したクラウ

ドストレージサービスの提供・販売を推進してまいりました。業績面につきましては、インフラ構築サー

ビスが堅調に推移したほか、新規商談の獲得およびさらなる経費削減に努めた結果、売上高は27億８千１

百万円、前年同期比２億３千７百万円(9.3％)の増、営業利益は３億８千７百万円となり、前年同期比４千

９百万円の増となりました。 

（ビジネス支援サービス） 

ビジネス支援サービス分野におきましては、産業用ロボットの最適配置・動作検証シミュレーション「R

oboDiA™」(ロボディア)の提供を開始するなど、ものづくりソリューションのサービス拡充に努めてまいり

ました。業績面につきましては、自社開発製品であるドキュメントソリューション「SmartSESAME® Secure

Print！」(スマートセサミ セキュアプリント)シリーズの販売が好調に推移したほか、大口の仕入販売を

受注したことなどにより、売上高は14億６千４百万円、前年同期比４億５千６百万円(45.3％)の増、営業

利益は１千８百万円となり、前年同期比８百万円の増となりました。 

（システム構築サービス） 

システム構築サービス分野におきましては、より高品質・高付加価値なサービスを顧客へ提供すべく、

開発の分業化推進によるコスト削減、プロジェクト監視強化による開発品質の向上ならびに当社独自開発

テンプレート活用による生産性の向上に努めてまいりました。業績面につきましては、金融系・情報通信

系の受注拡大が大きく貢献し、売上高は54億１千４百万円、前年同期比２億４千５百万円(4.7％)の増、営

業利益は７億９千万円となり、前年同期比１億５千９百万円の増となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

総資産の残高は348億２千６百万円となり、前連結会計年度末と比べ８億４千７百万円の増加となりまし

た。これは、現金及び預金が９億７千８百万円増加、受取手形及び売掛金が１億３千７百万円減少したこ

となどによるものです。 

（負債） 

負債の残高は148億１千１百万円となり、前連結会計年度末と比べ６億７千１百万円の増加となりまし

た。これは賞与引当金が４億２千９百万円増加するとともに、買掛金が３億２千２百万円増加、短期借入

金が返済により９千万円減少したことなどによるものです。 

（純資産） 

純資産の残高は200億１千５百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億７千６百万円の増加となりまし

た。これは、四半期純利益を２億２千６百万円計上したこと、その他有価証券評価差額金が８千４百万円

増加、少数株主持分が２千７百万円増加、剰余金の配当により１億７千４百万円減少したことなどによる

ものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成26年１月期の連結業績予想につきましては、平成25年３月14日に公表いたしました業績予想に変更

はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年２月１日  至  平成24年４月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

報告セグメント 
 

プロベック 
事業 

プロフェッ
ショナル事業

プロセス
事業 

プログレス
事業 

計 

調整額 
(注)１ 

合計 

売上高    

  外部顧客への売上高 1,120,932 3,409,872 818,063 4,449,492 9,798,361 － 9,798,361

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

29,372 22,333 4,653 84,009 140,368 △140,368 －

計 1,150,305 3,432,206 822,717 4,533,501 9,938,730 △140,368 9,798,361

セグメント利益 
又は損失（△） 

76,889 85,751 △37,462 253,275 378,453 13,054 391,508

(注)１ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去13,054千円が含まれております。 

２ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。 

 

当第１四半期連結累計期間（自  平成25年２月１日  至  平成25年４月30日） 

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
（単位：千円） 

報告セグメント 

 
品質検証 
サービス 

IT基盤 
サービス 

ビジネス
支援 

サービス

システム
構築 

サービス
計 

調整額 
(注)１ 

合計 

売上高    

  外部顧客への売上高 997,628 2,781,658 1,464,259 5,414,654 10,658,200 － 10,658,200

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

6,454 23,968 48,037 33,425 111,885 △111,885 －

計 1,004,082 2,805,626 1,512,296 5,448,080 10,770,086 △111,885 10,658,200

セグメント利益 95,886 387,629 18,004 790,701 1,292,221 △735,663 556,558

(注)１ セグメント利益の調整額△735,663千円は、主に報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

株式会社シーイーシー　（9692）　平成26年１月期　第１四半期決算短信

8



 

 

２  報告セグメントの変更等に関する事項 

従来、報告セグメントを「プロベック事業」、「プロフェッショナル事業」、「プロセス事業」およ

び「プログレス事業」の４区分としていましたが、当第１四半期連結会計期間より、事業内容および経

営環境に関してより適切な情報を把握するため、事業区分を見直し、「品質検証サービス」、「IT 基盤

サービス」、「ビジネス支援サービス」および「システム構築サービス」に変更しております。 

なお、セグメントの事業区分を変更したことによる前第１四半期連結累計期間の報告セグメントごと

の売上高および利益または損失の金額に関する情報は、以下のとおりであります。 

 

前第１四半期連結累計期間（自  平成24年２月１日  至  平成24年４月30日） 
（単位：千円） 

報告セグメント 

 
品質検証 
サービス 

IT基盤 
サービス 

ビジネス
支援 

サービス

システム
構築 

サービス
計 

調整額 
(注)１ 

合計 

売上高    

  外部顧客への売上高 1,076,975 2,544,585 1,007,531 5,169,269 9,798,361 － 9,798,361

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

29,372 10,667 25,035 86,495 151,571 △151,571 －

計 1,106,348 2,555,253 1,032,566 5,255,764 9,949,932 △151,571 9,798,361

セグメント利益 154,958 338,442 9,941 630,900 1,134,242 △742,734 391,508

(注)１ セグメント利益の調整額△742,734千円は、主に報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る費用であります。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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